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論文要旨 

 

本論文は、いくつかの事例を手掛かりとして、発達障碍のある子どもたちとの関係性

から生まれる、新たな発達障碍の見方を示すとともに、“共にある”ことを目指す特別

支援教育の在り方を提言したものである。 
 
第Ⅰ部 理論編 
 
序章 広汎性発達障碍のある子どもたちの生きる世界に迫るために 
 

筆者が支援員として、ある自閉症スペクトラムの子どもとかかわった体験を描き出す

中で、発達障碍研究あるいは発達障碍支援に携わる者が問うべき観点を見出した。 
それは、①どのような枠組みで発達障碍のある子どもたちを見ているのか、②発達障

碍のある子どもたち独特の世界の“捉え方”や“感じ方”を掴めているのか、③発達障

碍のある子どもたちだけでなく、かかわる者自身の変容を問うているのか、という３つ

の観点であった。 
 
第１章 発達障碍とは―自閉症概念の出現から広汎性発達障碍に至るまで― 
 
 序章で提示した３つの観点から、これまでの発達障碍概念の歴史的変遷を、詳細かつ

批判的に検討した。 
発達障碍概念の歴史には３つの大きな節目があったと考えられる。 
１つ目の節目は自閉症概念の出現である。Kanner や Asperger、Betteleheim らが見

ていた子どもたちとの関係性を詳細に検討した。また我が国における自閉症概念の萌芽

や模索されていた支援方法についても検討した。 
２つ目の節目は、Rutter らによる自閉症概念の展開と発達障碍概念の萌芽である。

これによって支援方法が多様化した。この動向に対して、小澤は発達的観点が抜け落ち

ていることを強く批判し、自閉を関係の問題とする議論を展開するが、当時は受け入れ

られなかった。 



３つ目の節目が Wing による自閉症スペクトラム概念の導入である。自閉症の子ども

の親であると同時に小児精神科医であるという Wing の立場を反映して、この概念には、

もともと、子どもたちを「自閉症のある子ども」として見る立場と、「自閉症児」とし

て見る立場との「揺れ」が孕まれており、そこにこそ真に重要な意味があった。しかし

実際は、後者の見方に沿って自閉症の中核となる原因を究明し、行動改善を目指す支援

方法の確立を求める動きが加速してしまい、現在に至っている。 
従来の発達障碍概念を検討してきた結果、現状の枠組みでは発達障碍のある子どもた

ちに対する理解が表面的な水準に留まる傾向があり、彼らの世界の“捉え方”や“感じ

方”を十分扱い切れないことが明らかになった。加えて、我が国で始まった特別支援教

育においては「個別の配慮や支援」が中心で、発達障碍のある子どもたちと私たちとが

共に生活していく意味について、十分に議論されているとはいえないことも指摘した。 
そこで、いくつかの事例を通して、発達障碍のある子どもたちの世界の“捉え方”や

“感じ方”を検討し、それらに沿った形での新たな発達障碍概念を生み出していくこと、

および関係性を重視した特別支援教育の在り方を提言することを本論文の目的とした。 
 
第２章 方法―「関与・観察」とエピソード記述― 
 

筆者がボランティアや支援員として、発達障碍のある子どもたちとかかわった体験を

描く際に、従来の特別支援教育研究のアセスメントによる方法では不十分であることを

指摘した。その問題点は２つある。 
１つは観察者の存在を無色透明にしてしまい、その場で感じていたことや気づいたこ

とには目を向けようとしない「観察のあり方」、もう１つは対人関係がどのように展開

されていったのかを記述することなく、個体能力発達の枠組みに収めてしまう「記述の

あり方」である。これらの方法では、発達障碍のある子どもたちの内面世界に接近して

いくことが難しいことを、事例を踏まえて明らかにした。 
 その上で、“間身体性”と“間主観性”をベースにした「関与・観察」という「観察

のあり方」、および、観察者自身にその場で感じられたそれらの要素を併せつつ、生起

した出来事をエピソードとして記述していく「記述のあり方」が、本研究の目的に適う

方法であることを示した。 
 
第Ⅱ部 事例編 
 
第３章 事例検討 
 
 第Ⅰ部での議論を踏まえて、３つの事例を検討した。それは以下に示す問題意識によ

るものである。 



 
１）発達障碍のある子どもたちが生活の中で体験している“捉え方”を、私たちが共有

することができれば、どのような対人関係が切り開かれていくのか 
２）発達障碍のある子どもたちが生活の中で体験している“感じ方”を、私たちが共有

することができれば、どのような対人関係が切り開かれていくのか 
３）特別支援教育の場で、発達障碍のある子どもたちと私たちとが共に生活していく意

味とは何か 
 

１）の問題を事例１「相貌性を知覚するアスペルガー症候群生徒の１事例―知覚共有

体験から生まれた理解と援助―」で検討した。 
 

発達障碍のある子どもたちの世界の“捉え方”の１つの特徴である「相貌的知覚」に

着目し、その“捉え方”ゆえに生まれた対人関係を描き出した。男子中学生の D とか

かわる中で、D が文字などのかたちに動きを見て取る非常に興味深い“捉え方”をする

ことが、筆者も身を持って分かるようになり、D との関係を深めていくためにこのよう

な「知覚共有体験」が鍵となることを明らかにした。その一方で、その独特の“捉え方”

が分からずに、筆者やクラスメイトと D とが「すれ違う」ことも起こった。いかに発

達障碍のある子どもの世界の“捉え方”を共有していくのかが、支援の大きな柱となる

ことを明らかにした。 
 

２）の問題を事例２「共にあろうとする気持ちを育んだ情動調律―特別支援学級に在

籍する自閉症をもつ生徒の事例から―」で検討した。 
 

発達障碍のある子どもたちの“感じ方”、特に「生き生きとした情動」を、「情動調律」

によるかかわりを通じて掴むことができた事例である。この事例は、発達障碍のある子

どもたちは他者との間で情緒的につながることが難しいという従来の言説に対する反

証となるものである。彼らの“感じ方”を受け止めていくことはたしかに難しいのだが、

関係を断つことから支援を始めるのではなく、私たちが彼らの“感じ方”を身体でリア

ルに掴みとっていこうとする姿勢こそ支援につながっていくことを示した。 
 

３）の問題を事例３「支援を必要とする児童とかかわる学校ボランティアの育ち―ボ

ランティア体験を学級担任とエピソードで共有する試み―」で検討した。 
 

筆者が学校ボランティアとしてかかわった初期の頃の、様々な学びが得られた事例で

あった。その中心となるのは、学校ボランティアの気づきや悩みを学級担任に伝えてい

くことで、対象となる子ども自身の楽しんでいる世界に沿った支援が可能になってくる



ということであった。発達障碍のある子どもたちの内側に寄り添っていく中で、彼らと

私たちとの間に基盤となる「共有できる体験」が生まれてくることによって、他者に支

えられながら、その子らしい自己表現が生まれてくる。それを目の当たりにすることが

できた事例であった。 
 
第４章 総合考察―発達障碍の新たな理解と特別支援教育― 
 

第３章の事例検討を踏まえて考察を深めていくと、私たちと「同じとは言えないが、

違うとも言えない」“捉え方”や“感じ方”をするところに、発達障碍のある子どもた

ちの「らしさ」があることが見出された。 
この観点に立つと、外側から見た行動のみに着目する相互作用モデルに立った発達障

碍概念から、内面的な関係性に焦点を当てたそれへと転換していく必要性が浮かび上が

ってきた。具体的には、発達障碍のある子どもたちと私たちとが「受け止める―受け止

められる」という相互主体的な交叉関係を生きていくことに困難が生じていること、そ

れが発達障碍の実態であるという新たな見方を提示した。 
また「受け止める―受け止められる」関係が生まれにくいために生じる「生きにくさ」

を和らげるのが、特別支援教育の本来の在り方であることを指摘し、そのためには、私

たちが発達障碍のある子どもたちの世界に寄り添うかかわりを積み重ねていくことが

必要であるということを明らかにした。すなわち、子どもたちは寄り添ってくれる他者

に支えられることによって初めて、自らの思いを押し出し、他者とつながろうとする。

それによって、私たちが発達障碍のある子どもたちを受け止めやすくなり、“共にある”

という実感が生じ、「共育」が生まれる。これこそが特別支援教育が目指すべき着地点

であることを示した。 
そして、この観点からすれば、先生でもなく子どもでもないボランティアや支援員が、

実直に子どもたちを受け止める存在として、現在の学校教育現場にいることに非常に大

きな意味があるということも、併せて指摘した。 
 


